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【姥岬】

ｌ本年度の取側について
ｏ学校地収支圏本部IF案をはじめ．Ｈ１郷'1､学校の特色と甘える収H1を今後もw､柑的にj、めてもらいたい。特i二「学びの醗本づくり」（学力向上）に
ついては．今後も大きな課題と訂えるので、児童一人ひとりの個性に応じた支但をし．班優醸卒の確実な定Hfを固る取飢を雄暁して確実に行ってい
ただくことを期待している．

２次年度への改聾に向けて

８灘畷鑑鮨鍜溌駆疑Ｉ霞縦b繍耀鱸:鑪鮪騨磯蕊iご溌雑を瞥蝋識誌も．
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ｌよく分かる授英をⅡ指し、
１時間の授粟の充拠とOHUに応

じたきめ細かな指導をｉｆう．
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の向上を閃ろ．

３Ｈ１手を意識した聞き方・ｍｉ
し方の定着を因る．

４家庭と迎挽しながら蝋座学
百の習慣化を閃る゜

･Ｈ１内研111で一人一授果を行ったり「活11Ｉするﾉﾉ」をIDIぬるための
楓纂改暦について実践研究を行ったりしたことで、授鷺〃向I:につ
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．|咄Ｍ)臆ﾉjにおいて、４つの学年で８０％を通成した．ただ．；１
瓦ﾉ)についてはい上学年になるに従って遡Mﾋﾎﾞｶ(低い結果となった。
今後．さらにＷ熟を因る必要力lある．
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・lii別や宅習を忘れず仁することのできる児jiiの割合は９０％を超
えるが．「進んで」できる児mはその内の６０％艇度である．今後
も，裏iiiとの迎撹し、家歴学制のWIii化を閃りたい、
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○「授藁ﾉ｣のIbj上」について
は、保蝿行や児爪の評価は商
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い｡mlMRllが授戎し､Ｅｌら
の授粟ﾉﾉのIlill2を『I楢そうと
する姿努はｉｆ価できる。この
ままのlIj(H1を維持してもらい
たい。今後は地域の方へ授乗
の搬子を宛1.Ｉする活動や学校
関係折if低蚕、の参IBUなどの
収fllもあるとよい

○ゲーム11t代である児砺の．
ミュニケーションIiE力の低さ
が凸興となっているが、今後
も表現ﾉJも含めて．人との適
切な関わり方について指導し
ていくことが生きる力のｉｆ成

になると轍えられる．
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思いやり

５児童理解のための牧行ｲ11駁
の充突を図ろ。

６学校や地域社会で地んであ
いさつのできる子どもを行成
する。

７「きまりよい廊下歩行」「獄
言澗掃」を守る児亜を汀成す
ろ

８人枢教育の充突を図り友迎
に対して思いやりのある簡動
のできる児童を育成する．

、学佼力燦しいと肯定的な回答をした１Mｍの割合１１８９％であっ
た．今まで以_上に生後指靭の三国龍をＥ興し、授奥や学風H1櫛を行
う必要力《ある．

･児、と係愚者、抽師とのあいさつに対するlP価に笠jMある．児圃
はあいさつをしているつもりでも、爽聞に121町力I小さかったり、あ
いさつに気付いていなかったりすることが多いようである．常時、
脚を１１｛すことの柑卿が必要である．
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のような児亜の生活環境や内

､iの理解も大切なことである．
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１０栄鍵牧的との迎挽を因り、
給食時間や各紋科．学級法動
等における食に関する招導の
充実を因り．食に関心をもつ
児童を育成する．

ＩＩＰＴＡ活動や家庭と迎挽し
ながら、「早寝・早起き・帆
ごはん｣の意識の向上を因る．
また．自分の体は自分で守る
児童の育成に努める．

１２毎朝の健嘩壇察や特定の通
助（水泳・運動会・持久進）
の＄i､健康囲査を確尖に行い
児童の随鱗状翅を旧盤する．
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とができた．
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については全鳳貝で共通理解を固ることができた．
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○心身の健康は学力向上を支
える大切なI凶秦である．学校
では児慮の健康管理に関し、
Hf面的に取り瓢んでいただい
ている．
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総合的な

学Ｈの時１m

迎挽

nｺ本校独自の特色ある紋商魂
樫を糧成し．知・麹・体の閥
和のとれた児亜を育成する．

１４参観日等を魅力あるものに

工夫し、広く学校の収luを児
侭する。

１５建合的な学習の時間（ふる

さと学習）の充災を図り、郷
土を愛する心をf『てる。

１６保趨者及び地域の各岡団体
や施設等との交ｉｎを行い．体
験活動を積極的に行う．

の改普を因り．行耶の１mmや突適の工夫を行ったことで、
ﾝスの取れた孜汀毘屈嗜田制することができた．保田者の
8％、孜臥地hfの1V笛は100％だった．
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･地域コーディネーターlMWIIIしていることで、大変繭栢的に地域
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